
地域の皆さんが手作りしたひな。
市長・議長も子どもたちと一緒に法要に参加。

願いをひなに記しました。
菜の花の咲咲く田舎道を歩いて、 吉野川へ。

GOJOニュース

平成26年度予算

国  際  交  流

カルムのひろば

くらしのメモ

イベント案内・お知らせ　
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五
條

五　條　市

五
條

源龍寺の流し雛
　南阿田に戦前から伝わる伝統行事、
流し雛が行われました。子どもたち
が流したひなが、吉野川を下って和
歌山県の淡島神社に流れ着くことに
よって、病が封じられるとされてい
ます。
　子どもたちは願いを込めて、手作
りのひなをそっと清流に流しました。
写真：南阿田吉野川河川敷（4月 6日撮影）
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奈
良
県
広
域
消
防
組
合
五
條
消

防
署
西
吉
野
救
急
出
張
所
（
西
吉

野
町
城
戸
）
が
完
成
し
、
運
用
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
に

は
救
急
隊
１
隊
が
常
駐
し
て
お
り
、

緊
急
時
に
市
南
部
に
救
急
隊
が
到

着
す
る
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ

ま
す
。

　

建
物
は
１
階
を
事
務
室
お
よ
び

車
庫
、
２
階
は
職
員
待
機
室
を
主

と
し
て
、
災
害
時
に
は
一
時
避
難

所
と
な
る
防
災
研
修
室
を
設
置
。

今
後
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

子どもの行動を理解して支援しよう

子育て支援
講演会を開催しました

春
の
交
通
安
全

　
　

県
民
運
動

　

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

と
、４
月
６
日
か
ら
10
日
間
、春
の

交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。７
日
に
は
関
係
者
が
参

加
し
て
吉
野
川
河
川
敷
で
交
通
安

全
市
民
の
つ
ど
い
を
開
催
。宇
智

野
保
育
所
の
園
児
が
作
成
し
た
交

通
安
全
こ
い
の
ぼ
り
が
披
露
さ
れ

河
川
敷
に
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。ま

た
、14
日
に
は
五
條
幼
稚
園
児
が

一
日
警
察
官
と
し
て
市
役
所
や
消

防
署
を
訪
問
し
、来
庁
者
や
職
員

に
「
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ

う
」と
よ
び
か
け
ま
し
た
。

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

３
27

地域の安全、安心を守る

五條消防署
西吉野救急出張所開署

　

地
域
の
皆
さ
ん
や
、
行
政
、
幼
稚

園
お
よ
び
保
育
所
関
係
者
が
参
加
し

て
、
カ
ル
ム
五
條
で
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
講
師
に
宮
﨑
義
博
先
生

（
奈
良
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
作
業
療
法
士
）
を
迎
え
、

子
ど
も
の
行
動
理
解
と
そ
の
支
援
方

法
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
手
先
や
か
ら
だ
の
使
い
方
が

不
器
用
と
感
じ
た
ら
、
遊
び
や
日
常

生
活
で
体
や
指
先
を
動
か
す
よ
う
に

工
夫
す
る
こ
と
な
ど
、
参
加
者
は
具

体
的
な
子
育
て
の
工
夫
や
支
援
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

地
域
の
安
全
・
安
心
に
大
き
く
寄
与
す
る
出
張
所
が
運
用
開
始
。

交
通
安
全
を
願
う
、
宇
智
野
保
育
所
園
児
手
作
り
の
こ
い
の
ぼ
り
。

参加者は熱心に耳を傾けました

３
29

五
條
幼
稚
園
児
の
一
日
警
察
官
。 運転者に安全運転を

呼びかける太田市長

2GOJO ニュース
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担当する北本弁護士

４
８

　

美
し
い
景
観
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
の 

癒
し
の
場
を
つ
く
ろ
う
と
取
り
組
ん
で

い
る
「
五
條
市
花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」。

こ
れ
を
活
用
し
て
、
五
條
市
地
区
婦
人

会
連
絡
協
議
会
（
芳
田
峯
子
会
長
）
が

中
央
公
園
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
パ
ン
ジ

ー
、
ビ
オ
ラ
な
ど
合
計
約
１
５
０
０
株

を
植
え
付
け
ま
し
た
。
４
月
初
旬
に
は

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
一
斉
に
開
花
。
公
園

を
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
満
開
の
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
に
足
を
と
め
て
写
真
を
撮
る
な
ど
、

う
ら
ら
か
な
春
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

３
11

中央公園で
チューリップが満開

五條市花のまちづくり事業

　

学
校
や
地
域
の
模
範
と
な
る
、
よ
い
行
い
を
し
た
子
ど
も
た
ち

を
表
彰
し
よ
う
と
教
育
委
員
会
で
平
成
25
年
度
五
條
市
教
育
委
員

会
善
行
表
彰
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
に
堀
内
教
育
長
か
ら
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

米
田 

壮
志
く
ん
（
北
宇
智
小
）

　

最
高
学
年
の
自
覚
を
持
ち
、

雪
の
中
、
低
学
年
の
児
童
を
誘

導
し
て
安
全
に
登
校
さ
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
下
校
の
経
路
を
間

違
え
た
児
童
を
何
キ
ロ
も
引
き

返
し
て
送
っ
た
り
、
雨
の
日
に

自
分
の
傘
を
低
学
年
の
児
童
に

譲
る
な
ど
、
児
童
の
お
手
本
と

な
る
温
か
さ
と
責
任
あ
る
行
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

樫
内 

誠
吾
く
ん
（
五
條
西
中
）

　

学
校
行
事
や
清
掃
活
動
へ
意

欲
的
に
参
加
。
五
條
高
校
生
徒

会
と
連
携
し
た
清
掃
活
動
や
花

植
え
な
ど
世
代
を
超
え
て
絆
を

深
め
、
生
徒
た
ち
の
先
頭
に
立

っ
て
行
動
し
ま
し
た
。
学
習
や

部
活
動
に
お
い
て
も
常
に
前
向

き
に
努
力
す
る
姿
勢
は
生
徒
た

ち
の
模
範
と
な
り
ま
し
た
。

五條市教育委員会善行表彰
学校や地域の模範となる子どもたち

誇らしい笑顔の樫内くん（写真左）と米田くん（写真右）。

弁護士による
無料法律相談
が始まります

西吉野支所、 大塔支所

50 分間、無料で相談を受けられます。
■開催日・場所
▼毎月第２水曜日　西吉野支所
▼毎月第４水曜日　大塔支所
■時間　10 時～ 12 時、13 時～ 15 時

西吉野支所は
5月１４日（水）から
大塔支所は
５月２８日（水）から

予約電話番号

☎２２・８００５
近隣とのもめごと、金銭問題、家庭の問題な
ど、法律知識が必要な相談を受け付けます。
電話で予約してからお越しください。

市長も参加したチューリップの観賞会。花のまちづくり事業の結果は市ホームページで公開しています。

3 Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



　

平
成
26
年
３
月
議
会
に
お
い
て
、
平

成
26
年
度
五
條
市
当
初
予
算
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
予
算
は
、
住
ん
で
良
か

っ
た
と
思
え
る
魅
力
あ
る
元
気
な
五
條

市
の
実
現
に
む
け
、
「
ふ
る
さ
と
の
復

興
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
、

「
住
み
続
け
た
い
、
訪
れ
た
い
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
大
き
な
夢
と
志

を
も
っ
て
社
会
を
生
き
抜
く
人
間
を
育

む
ま
ち
づ
く
り
」
の
３
つ
を
重
点
項
目

と
し
ま
し
た
。

　

災
害
か
ら
の
復
旧
復
興
を
は
じ
め
、

防
災
対
策
の
強
化
、
子
育
て
や
高
齢
者

生
活
の
支
援
、
産
業
・
観
光
の
振
興
な

ど
市
民
生
活
を
守
り
支
え
る
施
策
を
推

進
す
る
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

五
條條
市
当
初
予
算
が

　
　

決
ま
り
ま
し
た

平
成
26
年
度

平成 26年度

主要事業
を紹介します

平成 26年度

主要事業

ふるさとの復興と災害に強いまちづくり

住み続けたい、訪れたいと思えるまちづくり

大きな「夢」と「志」をもって

社会を生き抜く人間を育むまちづくり

奈良県広域
消防組合負担金 

7億3,253万円   

小規模住宅
地区改良事業

1億2,593万円  

 
 

 
1,500万円   

 

防災行政無線

整備事業

 
144万円   

奈良県広域消防組合に対す
る、五條消防の

経費および組合共通経費に
かかる負担金。

改良住宅建設を主体とした
大塔地域の復旧

復興事業。２６年度は道路
整備等を実施。

緊急時の迅速な情報伝達手
段である防災行

政無線整備のための設計委
託料。

自衛隊誘致
関連経費

本市への自衛隊駐屯地誘致
に向け、講演会

開催などの経費。

子ども医療費

の助成
 

 
2,256万円  

 

南和広域
医療組合負担金

 
 

 

地域公共交通

対策事業
 
  

8,563万円  

小学生の入院に加え、今年
度から小学生の通

院と中学生の入院の医療費
にも助成を拡大。

救急病院、地域医療センタ
ーの整備など、南

和地域公立病院新体制整備
の組合負担金。

公共交通空白地帯の解消の
ための事業。

2億7,103万円

し尿処理施設

建設事業
 
  

3億7,535万円  
美観や臭気対策など環境に

配慮した施設を整

備。

映像を活用した

魅力発信事業
 
  

223万円  
五條市が舞台の映画上映を含

めた映像フェスタ、

市の魅力を発信する動画コン
テストを開催。

特色ある学校

づくりサポート事業 
120万円   

学校・地域
パートナーシップ事業

190万円  

 
 

 
5億   375万円   

地域の実態や特色を活かし
たふるさと学習な

ど、特色ある学校づくりを
支援する。

地域ぐるみで放課後活動や
学校運営を支援す

る活動を通じ、地域の教育
力向上を図る。

市民のスポーツや文化活動
の振興、地域防災

の拠点となる体育館の建設
。(仮称) 五條総合

  体育館建設事業

市民税

固定
資産税

軽自動車税
市たばこ税 都市計画税

市税の
内訳

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る

魅
力
あ
る
元
気
な
五
條
市
に
！

▼
市
税
の
内
訳

■
問
合
先

　

財
政
課

　

本
庁（
内
線
２
１
２
）

区 分  予算額  構成比 (%) 

市民税  12億9,678万円 41.0 

固定資産税  14億7,401万円 46.6 

軽自動車税  9,230万円 2.9 

市たばこ税  1億7,700万円 5.6 

都市計画税  1億2,420万円 3.9 

合計  31億6,429万円 100.0 

4平成 26 年度五條市当初予算



▼一般会計歳出予算（性質別）

▼一般会計歳入予算

▼歳出予算の構成比

▼歳入予算の構成比

市　税
分担金
及び負担金 (3.5%)
使用料
及び手数料 (1.9%)

諸収入等 (0.9%)

交付金等 (3.6%)

国庫支出金 (11.7%)

県支出金 (6.4%)

市債
(11.2%)

地方
交付税
(40.7%)

一般会計
歳入予算

繰越金 (0.3%)

繰入金 (2.6%)

国や金融機関からの借入金

條

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
は
、
平

成
25
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
、

５
億
６
０
０
０
万
円
、
率
に
し
て
、

３
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、（
仮
称
）
五
條
総
合
体

育
館
建
設
事
業
費
や
特
別
会
計
操
出

金
な
ど
、
一
部
で
増
加
の
要
因
が
あ

っ
た
も
の
の
、
消
防
庁
舎
建
設
事
業

な
ど
が
終
了
し
た
こ
と
や
、
南
和
広

域
医
療
組
合
負
担
金
、
や
ま
と
広
域

環
境
衛
生
事
務
組
合
負
担
金
や
公
債

費
の
減
少
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

特
別
会
計
で
は
、
独
立
採
算
性
の
原

則
及
び
収
支
の
健
全
化
を
重
視
し
、
経

営
の
合
理
化
、
効
率
性
と
自
己
財
源
の

確
保
を
図
り
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

を
可
能
な
限
り
圧
縮
す
る
よ
う
取
り
組

み
ま
し
た
。
な
お
、
特
別
会
計
全
体
で

は
、
平
成
25
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し

て
３
，
９
１
０
万
円
、
率
に
し
て
０
．

４
％
の
増
。
同
じ
く
水
道
事
業
会
計
で

は
、
１
億
９
，
９
０
６
万
円
、
１
６
．

０
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

抜

▼
各
会
計
別
予
算
の
ま
と
め

区分  
平成 26年度  
当初予算  

平成 25 年度  
当初予算  

対前年度 
比率 (%) 

市税  31億6,429万円  32億2,302 万円 △1.8 

繰入金  4億8,178万円  5億  843 万円 △5.2 

繰越金  6,000万円  2億2,000 万円 △72.7 

分担金及び 
負担金  6億3,861万円  6億9,059 万円 △7.5 

使用料及び 
手数料  

3億5,409万円  3億4,769 万円 1.8 

諸収入等 1億6,177万円  1億6,492 万円 △1.9 

交付金等 6億6,750万円  5億9,800 万円 11.6 

国庫支出金 21億5,889万円  17億5,091 万円 23.3 

県支出金 11億6,677万円  12億7,764 万円 △8.7 

市債  20億6,630万円  28億9,880 万円 △28.7 

地方交付税      75 億円      73 億円 2.7 

合計  184億2,000万円  189億8,000 万円 △3.0 

区分  
平成 26年度  
当初予算  

平成 25年度  
当初予算  

対前年度

 
比率 (%) 

人件費  28億4,234万円  36億   67 万円 △21.23 

公債費  29億8,011万円  31億1,098万円 △4.21 

扶助費  27億5,984万円  27億6,227万円 △0.05 

普通建設  
事業費  20億  111 万円  29億9,251万円 △16.29 

災害復旧  
事業費  

6,281万円  1 億4,075万円 △55.37 

物件費  27億7,603万円  26億6,764万円 4.26 

操出金  28億4,004万円  26億6,249万円 6.67 

補助費等  19億1,192万円  8 億6,024万円 30.91 

維持補修費 8,003万円  8,065万円 △0.72 

投資及び  
出資金  1 億3,000万円  8,000万円 62.50 

その他  
予備費等  3,577万円  2,180万円 64.10 

合計  184億2,000万円  189億8,000万円 △3.0  

会計名 平成 26年度  
当初予算 

対前年度 
比率(%) 

一般会計 184億 2,000万円 △3.0 

国民健康保険 46億 1,700万円 △1.2 

簡易水道 4億 7,070万円 △20.4 

下水道事業 11億 3,190万円 0.9 

墓地事業 330 万円 △29.8 

介護保険 37億 9,560万円 5.6 

大塔診療所 5,260万円 △2.2 

農業集落排水事業 430 万円 4.9 

特
別
会
計 

後期高齢者医療 4億 3,940万円 1.3 

水道事業会計 14億 4,090万円 16.0 

合計 303億 7,570万円 △1.0 

(17.2%)

一般会計
歳出予算

人件費
(15.4%)

公債費
(16.2%)

扶助費
(15.0%)

普通建設事業費(10.9%)

物件費
(15.1%)

補助費等(10.4%)

維持補修費

繰出金
(15.4%)

投資及び出資金

災害復旧費(0.3%)

その他予備費等
他の会計に
渡す財源

業務に必要な
物品等の調達
費用など

職員給与、議員報酬など

借入金の返済

道路、公園、建
物の整備など

福祉・医療の
給付金など

(1.3%)
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国 際 交

流

E x c h ange
I n ternational

　　Children’s Day on May 5th is the last holiday of the 
Japanese National Holiday known as “Golden week”. It is 
one of the many events that I love in Japan, because it is 
the day set aside when families celebrate their children’s 
healthy growth and pray for their happiness. Families with 
boys hang carp streamer and display Samurai dolls 
symbolizing success in life. Every year it is fun for me to 
take a walk and see the colorful “Koinobori” hanging along 
the Yoshino River and to eat “Kashiwa mochi”, which is 
always put in the school lunch around this time.

　　In the Philippines, May is also the merriest and the 
most beautiful month of the year. It is the month of a 
colorful festival called “Flores De Mayo”. During the 
festival, young girls dressed in white visit a church with cut 
flowers and baskets of petals in their hands. While walking 
to the altar, they sprinkle the petals in honor of Virgin 
Mary. This is followed by “novena” in honor of the holy 
cross.
　
　　The highlight of the festival is the “Santa Cruzan”, a 
local beauty pageant on the last day of “Flores De Mayo” to 
honor of “Reyna” (the Queen). Young women and men are 
selected to participate in the colorful pageant parade held 
at night in the streets in every village. The pairs wear 
native Filipino clothing (barongs and sayas) and walk under 
an arch made of colorful flowers and light bamboo carried 
by escorts and around the provincial towns and cities. 
　
　　I am really fond of feast celebrations, specially the 
“Santa Cruzan”. It is one of the many events that I always 
looked forward to every summer when I was in the 
Philippines.

　5月5日はこどもの日で、ゴールデンウィーク最後の祝日
です。こどもの日は、子ども達の健やかなる成長を祝い、
幸せを祈る日なので、私が大好きな日本の行事の一つです。
男児のいる家庭では、鯉のぼりを上げ、将来の成功を象徴
するさむらいの人形を飾ります。毎年、吉野川の河川敷に
飾られる色とりどりの鯉のぼりを見て歩き、学校の給食で
出されるかしわ餅を食べるのが楽しみです。

　フィリピンでも、5月は一年で一番陽気で美しい月です。
「フローレス・デ・マヨ(Flores De Mayo)」と呼ばれるカ
ラフルなお祭りもあります。このお祭りでは、白い服を着
た少女達が、切り花と花びらの入ったかごを持って教会へ
行きます。聖母マリアに尊敬の意を表して、花びらをまき
ながら祭壇に向かって歩きます。これは、神聖なる十字架
に敬意を表して行われる「ノヴェナ(novena)」という行事
によって（9日間）続けられます。

　このお祭りのハイライトは「サンタ・クルーザン(Santa 
Cruzan)」です。これは、フローレス・デ・マヨの最終日
に開かれる地域の美人コンテストです。そこで、女王「レ
イナ(Reyna)」が選ばれます。このコンテストは夜に、各地
の通りで行われます。参加者はフィリピンの民族衣装（バ
ロンとサヤ）を着て、付き添いの人々によって運ばれる、
色とりどりの花々と軽い竹で作られたアーチと共に歩き、
田舎や町をまわります。

　私は本当にこのサンタ・クルーザンが好きです。フィリ
ピンに住んでいた時、夏になると毎年このお祭りを楽しみ
にしていました。

“ The Month of May ” “ 5 月 ”

英語
コミュ

ニケー
ション

第 61 回

・Native Filipino clothing “Barong” is for men and ”Saya” is for women. 
・“Flores De Mayo” is a Spanish phrase. “Flores” means “flower” and “Mayo” means “the month 
of May”. (Flowers of May)

　
・フィリピンの民族衣装：”Barong”（バロン）は男性用、”Saya”（サヤ）は女性用です。
・”Flores De Mayo”はスペイン語。”Flores”は「花」、”Mayo”は「5月」のことで「5月の花」と
いう意味です。

こんに
ちは、　

谷 ロー
シダイ

トです

6国際交流



図書館
ホームページ

　

藤
岡
玉
骨
の
忌
日
（
３
月
６
日
）
の
前

後
に
開
催
さ
れ
る
記
念
俳
句
大
会
も
第
六

回
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
は
３
月
４
日
、

61
名
の
大
会
参
加
者
と
琴
の
演
奏
の
方
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど
80
名
が
藤
岡
家

に
集
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
講
師
の
古
賀
し

ぐ
れ
氏
は
俳
句
結
社『
未
央
』の
主
宰
者
で
、

滋
賀
県
の
俳
人
・
中
井
余
花
朗
の
長
女
で

す
。
講
演
で
は
、
昭
和
二
十
二
年
、
滋
賀

県
に
高
濱
虚
子
ら
が
訪
れ
た
「
竹
生
島
船

上
俳
句
会
」
の
様
子
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し

た
。

　

事
前
応
募
句
は
全
国
１
７
０
名
の
方
か

ら
５
４
１
句
が
寄
せ
ら
れ
、
入
賞
16
句
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
当
日
参
加
者
に
よ
る
１

３
４
句
か
ら
は
６
句
の
特
選
句
が
選
句
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
六
回
藤
岡
玉
骨
記
念
俳
句
大
賞
に
は

「
春
兆
す
も
っ
と
も
遠
き
山
が
見
え
」（
宇

陀
市
・
松
尾
め
ぐ
み
さ
ん
）。
五
條
市
長

賞
は
「
狩
野
派
の
蒔
絵
文
箱
冷
ゆ
る
部
屋
」

（
奈
良
市
・
後
藤
朝
子
さ
ん
）。
五
條
市
議

会
議
長
賞
は
「
保
育
器
を
明
日
出
る
双
子

春
隣
」（
宇
陀
市
・
出
店
艶
子
さ
ん
）。
五
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條
市
教
育
長
賞
は
「
春
の
雪
松
も
色
変
へ

白
衣
裳
」（
王
寺
町
・
井
ノ
上
久
雄
さ
ん
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
賞
の
16
句
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、
応
募
者
の
方
に
は

全
応
募
句
を
掲
載
し
た
冊
子
を
お
届
け
致

し
ま
す
。
審
査
員
の
西
谷
剛
周
さ
ん
は
、

俳
句
大
会
の
賑
わ
い
を
「
一
村
に
人
押
し

寄
せ
る
玉
骨
忌
」
と
詠
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

同
じ
く
審
査
員
の
瀬
山
一
英
さ
ん
が
残
し

て
く
れ
た
一
句
は
「
玉
骨
さ
ん
顔
だ
し
そ

う
な
春
障
子
」。

　

各
部
屋
に
ひ
な
人
形
が
飾
ら
れ
、
暖
か

い
日
ざ
し
に
盆
梅
の
香
る
一
日
で
し
た
。

　

５
月
10
日
、
玉
骨
の
妹
で
、
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
の
発
見
者
故
・
高
橋
克
己
博
士
に
嫁
い

だ
英
子
さ
ん
の
琴
の
復
元
演
奏
会
を
開
き

ま
す
。
名
人
の
作
と
歌
わ
れ
た
明
治
時
代

の
琴
を
修
復
し
、
島
田
響
湖
さ
ん
が
演
奏

し
て
く
れ
ま
す
。
４
月
７
日
か
ら
６
月
５

日
ま
で
は
武
者
人
形
と
武
者
の
ぼ
り
を
館

内
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
修
理
に
よ
っ
て

さ
ら
に
立
派
に
な
っ
た
加
藤
清
正
の
武
者

人
形
と
武
者
の
ぼ
り
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　
　

館
長
・
学
芸
員　

川
村
優
理 

毎週月曜日休館（月曜が祝日の場合は翌日）入館料（大人３００円、小人２００円）　■藤岡家住宅　☎22・４013（近内町５２６）

見取り図案内其の六四　　
「記念俳句大会と復元の琴の演奏会」

～展示案内～　
▼６/７（土）まで
　武者人形と武者のぼり
▼6/29日（日）まで
　「はがき」展
～イベント案内～
▼5/10（土）13:00～
　「第４回　青葉の舞台」
　高橋英子さんの琴と筑前琵琶を
演奏

▼5/28（水）11:00～
　「さつきのランチサロン」
　船宿寺（御所市）のさつきを見学

び
お
う

き
じ
つ

ひ
で

加藤清正の武者人形

よ
か
ろ
う

ち
く
ぶ
し
ま
せ
ん

じ
ょ
う
は
い
く
か
い

き
ざ

ま
き
え
ふ
み
ば
こ

は
る
と
な
り

し
ろ
い
し
ょ
う

こ

図
書
館
だ
よ
り
５ 月

い
ま
、
子
ど
も
に
読
ま
せ
た
い
本

　
　
（
野
上　

暁
／
編
著　

七
つ
森
書
館
）

　
「
生
き
る
」「
家
族
」 「
友
だ
ち
」 「
差

別
」…

時
代
を
超
え
て
読
み
つ
が
れ
る

日
本
の
児
童
文
学
１
０
１
作
品
を
テ
ー

マ
別
に
紹
介
。
朝
の
読
書
、
読
み
聞
か

せ
、
読
書
感
想
文
に
最
適
。

な
に
か
ら
で
き
て
い
る
で
し
ょ
ー
か
？

　
（
大
森　

裕
子
／
さ
く　

白
泉
社
）

　
「
い
た
だ
き
ま
〜
す
」
の
前
に
、
お

に
ぎ
り
、
ラ
ー
メ
ン
、
ハ
ン
バ
ー
ガ

ー
な
ど
身
近
な
食
べ
物
が
何
か
ら
で

き
て
い
る
の
か
。
丹
念
に
、
お
い
し

そ
う
に
描
い
た
ユ
ニ
ー
ク
な
絵
本
。

そ
の
他
新
刊  

〜
大
人
の
本
〜

★
決
意
と
リ
ボ
ン

　
（
林 

真
理
子
／
著　

文
藝
春
秋
）

★
町
並　

日
本
の
原
風
景

　
（
森
田 

敏
隆
／
写
真　

光
村
推
古
書
院
）

★
鮎
友
釣
り
の
歴
史

　
（
吉
原 

孝
利
／
著　

つ
り
人
社
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

お
は
な
し
会

　

５
月
25
日（
月
）

　

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

 

・ 

対
象　

３
歳
〜
小
学
生

　
（
費
用
無
料
）

■
問
合
先　

市
立
図
書
館　

☎
２
２
・
４
１
３
３（
水
曜
休
館
）

オ
リ
ジ
ナ
ル
し
お
り
作
り

　

５
月
５
日
（
月
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
、

　

午
後
２
時
〜
３
時

 

・
対
象　

小
学
生
（
費
用
無
料
）

そ
の
他
新
刊  

〜
子
ど
も
の
本
〜

★
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
楽
し
も
う

　

ゲ
ー
ム
で
広
が
る
読
書
の
輪

　
（
粕
谷 

亮
美
／
文 

さ
・
ら
・
え
・
書　

房
）

★
か
あ
さ
ん
の
し
っ
ぽ
っ
ぽ

　
（
村
中 

季
衣
／
作 

B
L
出
版
）

★
ま
る
ご
と
日
本
の
世
界
遺
産

　
（
増
田 

明
代
／
著　

講
談
社
）

お
ス
ス
メ
新
刊

大
人
の
本

子
ど
も
の
本

お
ス
ス
メ
新
刊
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カルムのひろば

胃
が
ん
検
診

　

バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
胃
部

エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
検
査
で
す
。

市
内
に
在
住
す
る
40
歳
以
上

の
人
が
対
象
で
す
。

※

次
に
該
当
す
る
人
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん

▼
胃
の
病
気
で
治
療
中
の
人

▼
胃
の
手
術
を
し
た
人

▼
６
か
月
以
内
に
胃
の
検
診

を
受
け
た
人

▼
妊
娠
中
の
人

個
別
検
診

■
医
療
機
関　

市
内
の
指
定

医
療
機
関
（
別
表
）

■
費
用　

３
０
０
０
円

＊
心
臓
病
・
緑
内
障
の
人
は

他
の
薬
剤
（
追
加
料
金
１

０
０
０
円
）
を
使
用
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法　

カ
ル
ム
五
條

で
受
診
券
を
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

集
団
検
診

■
費
用　

１
０
０
０
円

■
日
程
・
申
込

　

７
〜
８
月
、
11
〜
12
月
、

平
成
27
年
１
月
に
実
施
予

定
で
す
。
広
報
６
月
号
・

10
月
号
で
詳
し
く
お
知
ら

せ
し
ま
す

別表　市内の指定医療機関（５０音順）

乳
が
ん
検
診

　

市
内
に
在
住
す
る
40
歳
以

上
の
女
性
が
対
象
で
す
。

※

次
に
該
当
す
る
人
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん

▼
昨
年
度
に
市
の
乳
が
ん
検

診
を
受
診
し
た
人

▼
豊
胸
手
術
を
受
け
た
人
・

授
乳
中
ま
た
は
妊
娠
の
可

能
性
が
あ
る
人

▼
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を

つ
け
て
い
る
人

▼
検
診
日
、
生
理
前
後
で
乳

房
に
痛
み
が
強
い
人

■
検
査
方
法

▼
40
歳
〜
49
歳　

マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
検
査
２
方
向
撮
影

▼
50
歳
以
上　

マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
査
１
方
向
撮
影

（
希
望
す
る
場
合
は
２
方

向
撮
影
も
可
能
で
す
）

個
別
検
診

■
検
診
医
療
機
関　

杉
﨑
医

院
、
県
立
五
條
病
院
、
町

立
大
淀
病
院
、
済
生
会
御

所
病
院
、橋
本
市
民
病
院
、

紀
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
鎌
田

医
院
田
園
診
療
所

■
費
用

▼
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
２

方
向
撮
影　

２
３
０
０
円

▼
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
１

方
向
撮
影　

２
０
０
０
円

■
申
込
方
法

　

カ
ル
ム
五
條
で
受
診
券
を

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

集
団
検
診

■
費
用

▼
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
２

方
向
撮
影　

１
３
０
０
円

▼
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
１

方
向
撮
影　

１
０
０
０
円

　
（
70
歳
以
上
は
無
料
）

■
日
程
・
申
込

　

８
月
〜
平
成
27
年
１
月
に

実
施
予
定
で
す
。
広
報
７
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
内
に
在
住
す
る
20
歳
以

上
の
女
性
が
対
象
で
す
。

※

昨
年
度
に
市
の
子
宮
が
ん

検
診
を
受
診
し
た
人
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

個
別
検
診

■
検
診
内
容

　

子
宮
け
い
部
が
ん
検
診

※

医
師
が
必
要
と
判
断
し
た

場
合
、
体
部
が
ん
検
診
も

実
施
し
ま
す
。

■
実
施
医
療
機
関　

▼
市
内…

県
立
五
條
病
院
、

後
藤
医
院
、
鎌
田
医
院
田

園
診
療
所（
け
い
部
の
み
）

▼
橋
本
市…

　

橋
本
市
民
病

院
、
奥
村
レ
デ
ィ
ー
ス
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
い
こ
ま
レ

デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

※

そ
の
他
県
内
の
医
療
機
関
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

■
費
用

▼
子
宮
け
い
部
が
ん
検
診

　

２
０
０
０
円

▼
け
い
部
お
よ
び
体
部
が
ん

検
診　

２
９
０
０
円

■
受
診
方
法　

カ
ル
ム
五
條

で
受
診
券
を
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

集
団
検
診

■
費
用　

子
宮
け
い
部
が
ん

検
診　

６
０
０
円

■
日
程

　

８
月
〜
平
成
27
年
１
月
に

実
施
予
定
で
す
。
広
報
７
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　次のとおり各種がん検診を実施します。がんの早期発見の
ため、この機会に受診しましょう。集団検診と医療機関で受
診する個別検診と、いずれか都合のよいものを選べます。
※表示年齢は今年度に対象年齢になる人を含みます。
※70歳以上の人は無料です。

申込・問合先　保健福祉センター成人保健係　本庁（内線２９０）

子
宮
が
ん
検
診

医療機関名 電話番号 

大川橋診療所 ☎２２・２４４７ 

鎌田医院
賀名生診療所

 ☎３２・０５２５ 

後藤医院 ☎２２・２６９５ 
  

辻田クリニック ☎２５・４１４５   

カ
ル
ム
五
條
の

各
種
が
ん
検
診

早期発見
早期治療

実
施
期
間　

平
成
27
年
２
月
28
日
ま
で

8カルムのひろば



　
「
看
護
の
日
」
は
、

近
代
看
護
を
築
い
た
フ

ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
に

ち
な
み
、
５
月
12
日
に

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
日
を
含
む
１

週
間
は
、「
看
護
週
間
」

で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
き
生

き
と
生
活
す
る
に
は
、

互
い
に
「
看
護
の
心
」、

「
助
け
合
い
の
心
」
を 「

看
護
の
日
」

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
看
護
の
心
は
元
気
を

リ
レ
ー
す
る
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、
看
護
に

触
れ
て
い
た
だ
け
る
イ

ベ
ン
ト
が
、
全
国
で
行

わ
れ
ま
す
が
、
県
立
五

條
病
院
で
は
阿
田
峯
公

園
（
球
技
大
会
会
場
）

で
「
看
護
の
日
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

先
着
順
に
粗
品
も
準
備

し
て
い
ま
す
。
是
非
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

看
護
の
心
は
元
気
を
リ
レ
ー
す
る

５
月
12
日
は

　次のとおり「看護の日フェスタ」ブー
スを設置します。
▽日時　５月１８日（日）　
　午前１０時～午後３時
▽場所　阿田峯公園
▽内容　体脂肪測定、血圧測定、肩こり
体操、ＡＥＤを使用したＢＬＳ（一次救
命処置）の講習　等

阿田峯公園・球技大会
（グラウンドゴルフ）会場に
「看護の日フェスタ」ブース設置

5/18

か
ら
だ
す
っ
き
り
道
場

　

健
康
づ
く
り
や
メ
タ
ボ
対

策
に
、
簡
単
な
体
操
や
筋
ト

レ
を
紹
介
し
ま
す
。

■
実
施
日
（
計
19
回
）

　

５
月
23
日
〜
９
月
26
日

　

毎
週
金
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
定
員　

先
着
30
人

■
内
容　

▼
体
力
測
定 

▼
ゴ

パ
パ
サ
ロ
ン

パ
パ
と
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ

ム
の
バ
ン
ド
を
使
用
し
た

筋
力
ア
ッ
プ 

▼
ス
ト
レ
ッ

チ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

簡
単
な
運
動

■
指
導
者　

内
田
恵
美
子
先

生
（
健
康
運
動
指
導
士
）、

保
健
師

■
参
加
費　

用
具
１
０
０
０

円
程
度
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険

１
６
０
０
円

　

子
ど
も
と
一
緒
に
料
理
を

楽
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

５
月
25
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象　

２
歳
半
以
上
の
未

就
学
の
子
ど
も
と
父
親

■
テ
ー
マ　

サ
ン
ド
イ
ッ
チ

な
ど
簡
単
な
調
理

■
費
用　

３
０
０
円
程
度

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ

ン
ダ
ナ（
頭
を
お
お
う
物
）、

タ
オ
ル
、
お
茶

■
そ
の
他　

歌
あ
そ
び
・
手

あ
そ
び
、
育
児
相
談
も
で

き
ま
す
。

※

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る

人
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
、
歩
き
ま
せ
ん
か
！

　

み
ん
な
で
楽
し
く
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

５
月
17
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
10
時
30
分

■
集
合
場
所　

カ
ル
ム
五
條

※

雨
天
の
場
合
も
カ
ル
ム
五
條

■
内
容　

カ
ル
ム
か
ら
栄
山

寺
ま
で
を
往
復
し
ま
す（
約

４
㎞
）

■
指
導
者　

五
條
市
運
動
普

及
推
進
員

■
持
ち
物　

運
動
の
出
来
る

服
装
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

雨
天
の
場
合
は
上
履
き

■
申
込
締
切

　

５
月
15
日
（
木
）

～カルム五條の健康教室～　申込・問合先　保健福祉センター　本庁（内線２８９、２９０）

切り取って保管しましょう

▼午前９時から午後４時まで

▼保険証を持参してください

▼診療は急病患者の応急処置に限ります

★応急を要する
　軽易な内科と小児科の診療
　五條市応急診療所
　☎２４・００９９
　（本町３丁目１－１３）
▼診療日時　土・日・祝日
　午後６時～午前０時 
　受付：午後 11時 30分まで

５月・６月  五條市休日救急診療（在宅当番医制）医師当番表

■問合先　保健福祉センター　成人保健係　本庁 ( 内線２９０)

５月 ３日（土） ４日（日） ５日（月） ６日（火） 

岡口１丁目２－２２ 須恵 2丁目１－２５ 中之町１６１７－１ 窪町１２６－１ 

右馬医院 山田医院 田畑医院 前防医院 
☎２２・２２８１ ☎２２・２０３９ ☎２５・１２１１ ☎２２・２０７２ 

１１日（日） １８日（日） ２５日（日） 

野原西４丁目４－３ 新町２丁目３－８ 今井４丁目１－１６ 

中谷内科医院 槇野医院 ひらい内科ｸﾘﾆｯｸ 
☎２２・３６８３ ☎２２・２００４ ☎２５・５５２５ 

６月１日（日） ８日（日） １５日（日） ２２日（日） 

二見４丁目２－４ 

寒川医院 
☎２２・２１２０ 

本町１丁目７－２３ 

後藤医院 
☎２２・２６９５ 

五條 1丁目７－５ 

辻田クリニック 
☎２５・４１４５ 

中之町１７７１－３３ 

杉﨑医院 
☎２４・０００３ 

２９日（日） 

五條３丁目２－２０ 

中西クリニック 
☎２５・２７６０ 

県立五條病院看護部長室　 ☎２２・１１１２（内線６１１）
五條病院からの
お知らせ

カルムのひろば
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お
知
ら
せ
し
ま
す

　

２
つ
の
給
付
金

臨時福祉
給付金

子育て世帯
臨時特例給付金

子育て世帯の負担を緩和所得の低い人の負担を緩和

消費税率の引上げに際し、所得

の低い皆さんへの負担を考慮し、

暫定的・臨時的な措置として実

施されます。

消費税率の引上げに際し、子育て
世帯への影響を緩和するとともに、
子育て世帯の消費の下支えをはか
る観点から、臨時的な給付措置と
して実施されます。

低所得世帯
対象者

高齢者世帯

子どもがみんな
高校生以上の世帯

単
身
世
帯

フ
リ
ー
タ
ー

中所得世帯
対象者

中学生以下の子がいる世帯
（子育て世帯）

　

五
條
市
で
は
、
現
在
支
給
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

具
体
的
な
申
請
方
法
や
申
請
時
期
な

ど
は
、
決
ま
り
し
だ
い
広
報
紙
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問合先
▼5月９日（金）まで
　「臨時福祉給付金」　社会福祉課 本庁 ( 内線 275）、「子育て世帯臨時特例給付金」児童福祉課 本庁 ( 内線 348）

▼5月 12日 ( 月）以降　臨時給付金 問合せ窓口　☎２２・５０７３ または ☎２２・５０７４

～制度に関するお問い合わせ～
　厚生労働省　２つの給付金に関する専用ダイヤル

☎ 0 5 7 0 - 0 3 7 - 1 9 2

支給対象者
平成 26 年度分の市民税 ( 均等割）が課税されて
いない人が対象です。
ただし、
　・課税されている方に扶養されている場合
　・生活保護の受給者である場合
　　　　　　　　　　　　　 などは除きます。
〔 〕

支給額
▼１人につき　10,000円
▼下記《加算対象者》は１人につき５,000円加算

加算対象者
・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等の受給者※１

・児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者など※２

※１ 平成26年３月分の受給権があり、４月分または５月分の年金の支
払いがある人が対象です。

※２ 平成26年１月分の手当等を受給している人が対象です。

次のどちらの要件も満たす人が対象です。
①平成26年１月分の児童手当・特例給付※を受給
②平成25年の所得が児童手当の所得制限限度額未満
（別表の限度額目安未満かどうか）

※特例給付とは、所得が高額な人について、児童１人当たり月
額5,000円を支給しているものです。

支給対象者

対象児童
支給対象者の平成26年１月分の児童手当・特例給
付の対象となる児童
ただし、
　・「臨時福祉給付金」の対象となる児童
　・生活保護の受給者となっている児童　
　　　　　　　　　　　　　などは除きます。
〔 〕

支給額
▼対象児童１人につき　10,000円

区分  限度額目安  

（扶養親族等の数） （給与収入ベース） 

子１人（１人） ８７５．６万円 

夫婦子１人（２人） ９１７．８万円 

夫婦子２人（３人） ９６０万円 

別表  児童手当の所得制限限度額（給与収入ベース）

臨時福祉給付金 子育て世帯臨時特例給付金

10くらしのメモ



平成 26 年４月から

プ
チ
健
康

講
座
Vol .18

今
日
か
ら
は
じ
め
る

　
　
　

転
倒
予
防
②

　

高
齢
者
の
転
倒
・
転
落
・

滑
落
事
故
は
、半
数
以
上

が
居
住
場
所
で
起
こ
っ
て

い
ま
す
。住
ま
い
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
転
倒
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

保
険

70
歳
か
ら
74
歳
の
皆
さ
ん

医
療
費
の
窓
口
負
担
割
合
が
変
更
に
な
り
ま
す

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
皆
さ
ん
の
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
、 

本
来
２
割
で
し
た
が
、 

国

の
特
例
措
置
に
よ
っ
て
平
成
26
年
３
月
ま
で
は
１
割
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
、
国
の
方
針
に
よ
り
、
平
成
26
年
４
月
２
日
か
ら
新
た
に
70
歳
に
な
る
皆
さ
ん

か
ら
順
に
、
本
来
の
２
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

※

平
成
26
年
４
月
１
日
ま
で
に
70
歳
以
上
に
な
っ
て
い
る
人
は
、
１
割
負
担
の
ま
ま
で
す
。

※

現
役
並
み
所
得
者
は
今
ま
で
ど
お
り
３
割
負
担
で
す
。

７０歳から７４歳までの人の医療費窓口負担

平成 26 年 3月まで １割

昭和１９年４月１日
以前に生まれた人

１割

昭和１９年４月２日
以降に生まれた人

２割

↓ ↓

XXXXXXX
26　　 ４　　 １

本町1丁目1番1号

五 條　太 郎 男

2割（特例措置により 1割）

26　　   ４　　  １

26　      7　　 31

※４月中旬から新しい高
齢受給者証を送付し
ています。

〜
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
〜

▼
雑
誌
や
新
聞
紙
な
ど
が

散
ら
か
し
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。

▼
階
段
に
す
べ
り
止
め
と

手
す
り
は
あ
り
ま
す
か
。

▼
浴
室
、
浴
槽
内
の
す
べ

り
止
め
、
手
す
り
は
あ
り

ま
す
か
。

▼
電
気
コ
ー
ド
に
ひ
っ
か

か
り
ま
せ
ん
か
。　

▼
じ
ゅ
う
た
ん
の
す
そ
な

ど
固
定
し
て
い
ま
す
か
。

■
問
合
先　

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

　

本
庁（
内
線
３
０
９
）

高
齢
者
運
動
教
室（
介
護
予
防
教
室
）

　
　
　
　
　

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

運
動
を
す
る
こ
と
で
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
、
転
倒
骨
折
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

②
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　
　
　
　

運
動
教
室

　

転
倒
予
防
・
認
知
症
予
防

に
、
高
さ
10
㎝
程
度
の
台
を

使
い
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
運

動
し
ま
す
。

■
日
時 

（
６
月
か
ら
全
10
回
）

　

毎
月
第
２
金
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※

市
内
に
在
住
す
る
概
ね
65

歳
以
上
の
人（
先
着
18
人
）

■
場
所　

老
人
憩
の
家

①
足
腰
元
気
塾

　

椅
子
に
座
っ
て
で
き
る
、

高
齢
者
に
や
さ
し
い
運
動
を

運
動
指
導
士
が
紹
介
。

■
日
時 

（
６
月
か
ら
全
10
回
）

　

毎
月
第
２
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※

市
内
に
在
住
す
る
概
ね
75

歳
以
上
の
人（
先
着
18
人
）

■
場
所　

老
人
憩
の
家

■
申
込
締
切

　

５
月
20
日
（
火
）

※

①
、②
の
教
室
は
送
迎
が

あ
り
ま
す
。

※

介
護
予
防
教
室
で
す
の
で
、

要
介
護
認
定
の
あ
る
人
は

参
加
で
き
ま
せ
ん
。（
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
な
い
場
合
は
参
加
で
き

ま
す
）

■
申
込
・
問
合
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

本
庁
（
内
線
３
０
９
）

　

自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
め

ざ
し
て
、
器
機
を
使
っ
た
運

動
を
中
心
に
指
導
し
ま
す
。

■
日
時 

（
６
月
か
ら
全
20
回
）

　

毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※

市
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以

上
の
人（
先
着
８
人
）

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
交
流
館

　
（
五
條
４
丁
目
）

③
こ
ろ
ば
ぬ
先
の

　
　
　

運
動
教
室

※３月下旬に、新しい高齢受
給者証を送付しています。

医療機関では
新しい受給者証を
提示しましょう！
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五
條條
市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

売
り
た
い 貸

し
た

い

そ
ん
な
空
き
家
を

登
録
し
て
く
だ
さ
い

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
は
、

「
五
條
で
暮
ら
し
て
み
た

い
」
と
い
う
人
と
「
空
き

家
を
ど
う
に
か
し
た
い
」

と
願
う
所
有
者
と
の
出
会

い
の
場
で
す
。

　

五
條
市
に
定
住
し
て
く

れ
る
皆
さ
ん
を
募
集
し
て

地
域
の
活
性
化
を
図
り
な

が
ら
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
、
空
き
家
が
増

え
て
い
る
問
題
に
対
応
す

る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

空き家を売りたい、
貸したい。

五條市で
住みたい。
空き家を
探している。

五條市
空き家
情報バンク

空き家の所有者・管理者

空き家を買いたい・借りたい人

（市ホームページ）

① 

登
録
希
望

② 

調　

査

⑦ 仲介依頼

協　定

④ 登録・報告

⑤ 
情
報
提
供

⑥ 

閲
覧
・
問
合
せ

③ 

登
録
申
込

②  

調　
査

⑥ 問合せ・物件確認

⑧ 

契　

約

１．登録申込み　売却や賃貸したい空き家の所有者
は、企画政策課に連絡してください。

 ※登録は無料です。
 ※対象物件は個人が居住を目的として市内に建築した建物で、
賃貸、分譲等が目的の建物は除きます。

２．現地確認　市の担当者と、協定を結んだ協力事
業者が伺い、所有者の立ち会いのもと物件の詳細
確認（相続関係、抵当権、建築基準法等）写真撮
影などを行います。

 ※空き家の老朽化が著しい等、状態によっては登録できない場
合があります。

３．空き家情報バンクへの登録　登録は協力事業者
が受け付けます。所有者から登録の申請を受けた
協力事業者が市へ登録申込書を提出。市は内容を
確認し、登録の可否を協力事業者へ通知します。
４．情報発信　市は、登録した物件の情報をホーム
ページで発信します。
５．契約　利用希望者が現れたときは、協力事業者
が物件の確認や交渉を行います。協力事業者を介
して所有者と利用希望者で売買契約書、または賃
貸借契約書を交わします。

 ※契約が成立したときは、仲介業務を行う協力事業者に対し、
宅地建物取引業法第４６条第１項の規定による国土交通大臣
が定めた額の範囲内で仲介手数料が必要です。

協
力
事
業
者

「空き家情報バンク」のしくみ

※

注
意
点

▼
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登

録
を
し
て
も
、
希
望
者
が

現
れ
な
い
場
合
は
、
売
却
、

賃
貸
を
行
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
市
で
行
う
業
務
は
、
情
報

提
供
の
み
で
す
。
賃
貸
借

や
売
買
に
関
す
る
交
渉
、

契
約
に
関
し
て
の
仲
介
行

為
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
当
事
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に

市
は
関
与
し
ま
せ
ん
。
必

ず
協
力
事
業
者
を
介
し
て

契
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

　

企
画
政
策
課

　

本
庁
（
内
線
２
０
６
）

（登録や申請は必要ありません）
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條
五
條
市
が
元
気
に
な
る

企
画
・
事
業
等
を
支
援
し
ま
す

五
條
市
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

　

自
由
な
発
想
と
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
、
五
條
市
が
元
気
に

な
る
企
画
・
事
業
等
を
提
案
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
事

業
を
実
施
す
る
団
体
に
「
五
條
市
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
」
を
交
付
し
、
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

本
年
度
に
実
施
す
る
次

の
よ
う
な
事
業
で
す
。

①
地
域
を
元
気
に
す
る
イ

ベ
ン
ト
の
開
催

②
人
や
物
の
交
流
の
活
性

化
に
資
す
る
イ
ベ
ン
ト

の
開
催

③
市
ま
た
は
地
域
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
資
す
る

施
設
・
設
備
の
整
備

④
そ
の
他
、
市
長
が
特
に

効
果
が
あ
る
と
認
め
た

事
業

対
象
と
な
る
事
業

交付率 交付対象経費の３/４以内 

限度額 
３０万円以内 
1,000 円未満の端数は切り捨て  

対象事業数 おおむね７事業を予定 

交付金の額

対
象
と
な
る
団
体

　

市
内
の
地
域
自
治
組
織
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

の
団
体

募
集
締
切　

　

５
月
15
日
（
木
）

そ
の
他

　

詳
細
は
本
庁
・
支
所
に

あ
る
「
応
募
の
手
引
き
」

等
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※

「
応
募
の
手
引
き
」
等
は
、

五
條
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

企
画
政
策
課

　

本
庁
（
内
線
２
０
６
）

情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

　

五
條
市
で
は
、
公
正
で
開
か

れ
た
市
政
を
推
進
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に

応
じ
て
市
が
保
有
す
る
公
文
書

を
開
示
す
る
「
情
報
公
開
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
４
月

か
ら
一
年
間
の
公
文
書
の
開
示

の
請
求
件
数
お
よ
び
処
理
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
市
長
に
対
す
る
開
示
請
求
３

件
（
全
部
開
示
２
件
、
部
分

開
示
１
件
）

②
議
会
に
対
す
る
開
示
請
求
２

件
（
全
部
開
示
１
件
、
部
分

開
示
１
件
）

③
教
育
委
員
会
に
対
す
る
開
示

請
求
１
件
（
部
分
開
示
１
件
）

※

決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

五
條
市
で
は
、
個
人
の
権
利

利
益
の
侵
害
の
防
止
を
図
り
、

基
本
的
人
権
の
擁
護
、
公
正
で

民
主
的
な
市
政
の
推
進
に
寄
与

す
る
た
め
個
人
情
報
保
護
制
度

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
は
、
自
己
に
関
す
る
個
人
情

報
の
開
示
請
求
権
、
誤
っ
た
自

己
情
報
の
訂
正
、
削
除
や
利
用

中
止
の
請
求
権
な
ど
の
権
利
を

保
障
す
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
４
月
か
ら
一
年
間
の
運

用
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
届
出

件
数　

８
５
０
件

▼
開
示
、
訂
正
、
削
除
お
よ
び

中
止
の
請
求
並
び
に
決
定
の

件
数

　

市
長
に
対
す
る
開
示
請
求
３

件　
（
部
分
開
示
３
件
）

※

決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
問
合
先　

企
画
政
策
課　

本
庁
（
内
線
２
８
６
）
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病
気
を
予
防
！

　

早
期
発
見
！

▼
４
月
１
日
現
在
か
ら
ド
ッ

ク
受
診
日
ま
で
継
続
し
て

五
條
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
。

▼
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納

し
て
い
る
世
帯
。

▼
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在

で
満
35
歳
以
上
75
歳
未
満

の
人
。

※

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加

入
者
は
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※

本
人
負
担
額
を
除
く
検
査

料
は
市
が
助
成
し
ま
す
。

※

該
当
世
帯
に
は
、
５
月
上

旬
に
案
内
を
送
り
ま
す
。

※

受
付
は
先
着
順
で
す
。

　

五
條
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
病
気
を

早
期
に
発
見
し
、
ま
た
予
防
し
て
す
こ
や
か
な
毎
日
を
送
れ
る

よ
う
、
脳
ド
ッ
ク
、
肺
が
ん
ド
ッ
ク
お
よ
び
人
間
ド
ッ
ク
を
実

施
し
ま
す
。
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
次
の
と
お
り
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

脳
ド
ッ
ク人

間
ド
ッ
ク

 脳ドック 肺がんドック 人間ドック 

受付開始日 ５月１５日（木） ５月１６日（金） 

受付時間 午前８時３０分～午後４時 

健診期間 
６月２日（月）～ 
平成２７年２月２８日（土） 

６月２日（月）～ 
　９月３０日（火） 

６月２日（月）～ 
平成２７年１月３１日（土） 

本人負担額 

１０，０００円 
（検査料33,800～ 39,960円の
うち、市が23,800円～29,960
円負担します）  

７，０００円 
（検査料31,300円のうち市
が24,300円負担します）

 

８，０００円 
（検査料 36,000円のうち 
市が28,000円負担しま
す）  

医療機関 
▼定員 
▼受診日 

 

 
 

 
 

 
  

 県立五條病院 
（８月は受診できません） 
 ▼５０人 
 ▼毎週水曜日 

 市内の指定医療機関 
 ▼３００人 
 ▼受診者が 
  医療機関に予約 

受付場所 

▼５月１５日（木） 
 市民会館 1階ロビー  
▼５月１６日（金）以降 
 保険課窓口 
※西吉野支所、大塔支所は５月
15日（木）～６月27日（金） 

▼５月１６日（金） 
 市民会館１階ロビー                   
▼５月１９日（月）以降 
 保険課窓口 
※西吉野支所、大塔支所は５月16日（金）
  ～６月27日（金）  

申込方法 
保険証と案内状を持参して各受付日に申請してください。 
４０歳以上の人は、５月上旬に送付される特定健診の受診券と質問票も持参してください。

肺
が
ん
ド
ッ
ク

※申し込みできるのは人間ドック、脳ドック、肺がんドックのいずれか一つだけです。
※人間ドックを受診する４０歳以上の人は、特定健診も同時に実施されます。
　特定健診を受け、後日、人間ドックを受けることはできません。
※昨年申し込みをして受診していない人は、申し込みできない場合があります。

■問合先　保険課　本庁（内線２６７、３６７）

　

対
象
者

①県立五條病院
　▼１２０人　▼毎週水曜日
②町立大淀病院
　▼７０人　　▼毎週水曜日
③済生会御所病院
　▼５０人
　▼受診者が医療機関に予約
④橋本市民病院
　▼５０人
　▼受付時に決定

保
険
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国
民
健
康
保
険
の

　
　

高
額
療
養
費

領
収
書
の

原
本
が
必
要
で
す

　

同
じ
月
内
の
医
療
費
の
自

己
負
担
額
が
一
定
額
を
超
え

た
と
き
は
、
申
請
に
よ
り
超

え
た
額
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

不
正
受
給
な
ど
の
防
止
の

た
め
、
申
請
に
は
領
収
書
の

原
本
が
必
要
で
す
の
で
、
領

収
書
は
必
ず
保
管
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

※

領
収
書
が
不
足
し
て
い
る

と
本
来
支
給
さ
れ
る
金
額

か
ら
不
足
分
を
差
し
引
く

こ
と
に
な
り
、
高
額
療
養

費
に
該
当
し
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※

領
収
書
を
紛
失
し
た
と
き

は
、
医
療
機
関
で
支
払
証

明
書
を
発
行
し
て
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
有

料
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
先　

保
険
課

　

本
庁
（
内
線
３
６
７
）

保
険

　

後
期
高
齢
者
医
療
の

健
康
診
査
・
人
間
ド
ッ
ク

保
険

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
資
格
の
あ

る
人
を
対
象
に
、
健
康
診
査
、
人

間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
。（
12

月
１
日
以
降
に
資
格
を
得
る
人
は

次
年
度
か
ら
受
診
で
き
ま
す
。）

■
実
施
期
間　

５
月
上
旬
に

受
診
券
が
届
い
て
か
ら
、

平
成
27
年
１
月
31
日
（
土
）

ま
で

■
費
用

　

本
人
負
担
額
５
０
０
円

■
受
診
方
法　

対
象
者
に

「
受
診
券
・
質
問
用
紙
・
医

療
機
関
一
覧
表
」
を
郵
送

し
ま
す
。
医
療
機
関
に
電

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
健
診
内
容　

問
診
、
触
診
、

身
体
計
測
（
身
長
・
体
重
・

Ｂ
Ｍ
Ｉ
）、
血
圧
測
定
、
血

液
検
査
、
尿
検
査
、
心
電

図
検
査
、
貧
血
検
査

健
康
診
査

※

医
師
の
判
断
に
よ
り
、
眼
底

検
査
が
追
加
さ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す

※

大
腸
が
ん
検
診
も
受
診
で
き

ま
す
。
希
望
者
は
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
内
線
２
９
０
）

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

　

６
月
２
日
（
月
）
〜

　

平
成
27
年
１
月
31
日
（
土
）

■
費
用

　

本
人
負
担
額
７
５
０
０
円

  

（
検
査
料
３
６
０
０
０
円
の

う
ち
２
８
５
０
０
円
を
市

が
負
担
し
ま
す
）

■
定
員　

40
人

▼
受
診
方
法　

次
の
受
付
日

に
申
請
し
、
市
が
指
定
す

る
医
療
機
関
に
予
約
し
て

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
日
・
場
所

▼
５
月
16
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

市
民
会
館
お
よ
び
西
吉
野

支
所
、
大
塔
支
所

▼
５
月
19
日
（
月
）
以
降

　

市
役
所
保
険
課
、
西
吉
野

支
所
、
大
塔
支
所

■
申
込
に
必
要
な
も
の

①
健
康
診
査
受
診
券　

②
郵

送
さ
れ
た
質
問
票　

③
保

険
証　

④
印
鑑

人
間
ド
ッ
ク

※

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
に
は
受
付
が
必
要
で
す
。

※

健
康
診
査
と
人
間
ド
ッ
ク
の
両
方
を
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先　

保
険
課

　

本
庁
（
内
線
３
７
３
）

H
I
V（
エ
イ
ズ
）検
査
を
実
施
し
ま
す

　

６
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ

る
、
厚
生
労
働
省
の
H
I
V

検
査
普
及
週
間
に
あ
わ
せ
て
、

夜
間
・
休
日
検
査
を
実
施
し

ま
す

■
日
時

▼
休
日
検
査

　

６
月
１
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
11
時

▼
夜
間
検
査

　

６
月
２
日
（
月
）

　

午
後
５
時
30
分
〜

　
　
　

７
時
30
分 

■
実
施
場
所

　

内
吉
野
保
健
所

※

事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

※

検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け

ら
れ
ま
す
。

※

１
時
間
程
度
で
検
査
結
果
が

判
明
し
ま
す
。

※

感
染
初
期
に
は
抗
体
や
ウ
イ

ル
ス
が
検
出
さ
れ
な
い
た
め
、

感
染
リ
ス
ク
の
あ
る
行
動
か

ら
３
か
月
以
上
経
過
後
、
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※

平
日
は
毎
月
第
１
・
第
３

月
曜
日
（
午
前
９
時
〜
11

時
受
付
）
に
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
予
約
・
問
合
先

　

内
吉
野
保
健
所

☎
２
２
・
３
０
５
１

無
料

法
律
相
談

五
條
市

委
託
事
業

毎
週
月
曜

13
時
〜
16
時

市
立
福
祉
セ
ン
タ
ー 

※

相
談
時
間
は
約
30
分

　

土
地
、
家
屋
、
親
族
や
近
隣

と
の
も
め
ご
と
、
金
銭
問
題
等
、

法
令
知
識
に
よ
り
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
の
相
談

要
予
約　

中
南
和
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
２
・
２
２
・
２
０
３
５
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退
職（
失
業
）で
保
険
料
が
支
払
え
な
い
場
合

特
例
免
除
制
度
が

　

利
用
で
き
ま
す

　

次
の
も
の
を
持
参
し
て

市
役
所
市
民
課
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

①
年
金
手
帳

②
印
鑑

③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
や
雇
用
保
険
被
保
険

者
離
職
票
等
の
写
し

※

公
務
員
だ
っ
た
人
は
退

職
辞
令
の
写
し

※

退
職（
失
業
）し
た
年
度

と
翌
年
度
に
限
り
申
請

者
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯

主
の
所
得
の
う
ち
申
請

者
本
人
の
所
得
を
除
外

し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

▼
市
民
課
年
金
係

　

本
庁（
内
線
３
０
０
）

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人
が
退
職
（
失
業
）
し
た

時
は
、
市
役
所
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
行
い
、
月

額
１
５
２
５
０
円
（
平
成
26
年
度
の
金
額
）
の
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保

険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
方
法

年
金

国
民
年
金
か
ら
の

　
　
　

お
知
ら
せ

こ
ん
な
と
き
に
は

市
役
所
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ

て
の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

届
出
は
加
入
す
る
時
だ
け
で
な
く
、
被
保
険
者
種
別
が
変

わ
っ
た
と
き
に
も
必
要
で
す
。
も
し
、
届
出
し
な
か
っ
た
場

合
、
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
受
け
取
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
市
役
所
に
必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

20
歳
に
な
っ
た
と
き

（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

加
入
者
を
除
く
）

▼
印
鑑

退
職
し
た
と
き

（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

加
入
者
の
場
合
）

▼
印
鑑

▼
年
金
手
帳

配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
た
が
、
配
偶
者
が
厚

生
年
金
、
共
済
年
金
を

辞
め
た
と
き

▼
印
鑑

▼
年
金
手
帳

■
問
合
先

▽
大
和
高
田
年
金
事
務
所　

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

▽
市
民
課
年
金
係

　

本
庁（
内
線
３
０
０
）







年
金

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

便
利
・
安
心
・
確
実
な
口
座
振
替
で
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
納

め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受

け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額
が

減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま

た
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

に
は
、
便
利
で
安
心
、
確
実

な
口
座
振
替
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　

口
座
振
替
に
は
、
当
月
分

保
険
料
を
当
月
末
に
引
き
落

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
月
々
５
０
円
割
引
さ
れ

る
早
割
制
度
や
、
現
金
納
付

よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
か

月
前
納
・
１
年
前
納
も
あ
り
、

大
変
お
得
で
す
。（
一
部
免

除
を
承
認
さ
れ
て
い
る
人
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
）

■
申
込
先

▼
市
役
所
市
民
課
年
金
係

▼
年
金
事
務
所

▼
全
国
の
銀
行
・
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
・
農
協
等
金
融
機
関

■
申
込
み
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書

②
通
帳

③
金
融
機
関
届
出
印

※

口
座
振
替
が
開
始
さ
れ

る
ま
で
、
２
か
月
程
度

か
か
り
ま
す
。

■
問
合
先

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３

５
３
１

▼
市
民
課
年
金
係

　

本
庁
（
内
線
３
０
０
）

年
金
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犬
・
ね
こ
の
飼
い
方
へ
の

　
　
　

が
増
え
て
い
ま
す

「
飼
育
者
の
責
任
」
を
果
た
し
ま
し
ょ
う

　

最
近
、
市
役
所
に
は
、
フ
ン
の
放
置
や
野
良
猫
の
増

加
な
ど
、
ペ
ッ
ト
に
関
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
動
物
が
好
き
な
人
も
苦

手
な
人
も
気
持
ち
よ
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。 ト

ラ
ブ
ル

苦
情

散
歩
中
の
フ
ン
は

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　

ふ
ん
尿
の
放
置
は
悪
臭

や
害
虫
が
発
生
す
る
原
因

に
な
り
、
公
共
の
場
所
や

個
人
の
所
有
地
を
汚
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
フ
ン
は

必
ず
持
ち
帰
っ
て
自
宅
で

処
理
し
ま
し
ょ
う
。

野
良
猫
に

　

エ
サ
を
や
ら
な
い
で

野
良
猫
に
エ
サ
を
や
る
と
、

近
所
の
敷
地
内
に
進
入
し
て

ふ
ん
尿
で
庭
を
汚
し
た
り
ゴ

ミ
を
あ
さ
る
な
ど
周
辺
住
民

に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。
ま

た
、
繁
殖
し
て
さ
ら
に
数
が

増
え
て
い
き
ま
す
。
飼
育
す

る
意
志
の
な
い
エ
サ
や
り
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
先

▽
道
路
管
理
に
関
す
る
こ
と

　

建
設
課

　

本
庁
（
内
線
３
７
６
）

▽
生
活
環
境
に
関
す
る
こ
と

　

生
活
環
境
課

　

本
庁
（
内
線
３
８
８
）

▽
道
路
交
通
法
に
関
す
る
こ
と

　

五
條
警
察
署

☎
２
３
・
０
１
１
０

　

空
地
の
雑
草
が
の
び
た
り
、
樹
木
が
道
路
や
歩
道
へ
枝
な

ど
が
張
り
出
す
と
歩
行
者
や
自
動
車
等
の
通
行
に
支
障
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
美
し
い
景
観
を
守
り
、
強
風
や
大
雨

時
の
道
路
の
安
全
確
保
の
た
め
，
雑
草
、
樹
木
な
ど
の
管
理

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
事

故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

樹
木
の
所
有
者
が
賠
償
責

任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
土
地
の
所
有
者

は
、
責
任
を
も
っ
て
樹
木

の
伐
採
ま
た
は
枝
払
い
を

お
願
い
し
ま
す
。

！
空
地
の
雑
草
、
道
路
上
の
樹
木
な
ど

土
地
の
所
有
者
は

責
任
を
も
っ
て

管
理
し
て
く
だ
さ
い

個
人
市
民
税
・
県
民
税
の

　

金
額
が
改
正
さ
れ
ま
す

平
成
26
年
度
か
ら

　

地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
要

す
る
費
用
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら

平
成
35
年
度
ま
で
の
10
年
間
、
個
人
市
民
税
・
県
民
税
の

均
等
割
が
各
５
０
０
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

均等割 現行（平成 25年度まで） 改正後（平成26年度から） 

市民税 3,000円 3,500円 

県民税 
1,500円 

（森林環境税 500円分含む） 

2,000円 

（森林環境税500円分含む） 

合計 4,500 円 5,500 円

■問合先　税務課市民税係　本庁（内線２５６、２９８）

個人市民税・県民税の均等割の標準税率が年額 1,000 円引上げられ年額

5,500 円となります。（現行 4,500 円）なお、奈良県においては、「森林

環境税」が導入されています。

税
金

■
問
合
先

▼
生
活
環
境
課　

本
庁
（
内
線
３
８
８
）

▼
内
吉
野
保
健
所
☎
２
２
・
３
０
５
１

▼
空
地
の
雑
草
が
の
び
て
見
通
し
が
悪
い

▼
道
路
、
歩
道
へ
樹
木
が
張
り
出
し
て
い
る

▼
枯
れ
木
、
折
れ
枝
な
ど
に
よ
り
通
行
に
障
害
が
あ
る

▼
竹
木
の
繁
茂
に
よ
り
通
行
に
障
害
が
あ
る
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■問合先　下水道課計画係  本庁（内線 337）

■
問
合
先　

み
ど
り
園

☎
２
４
・
４
１
１
１

購
入
費
用
を

補
助
し
ま
す

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
で

ご
み
を
減
量
し
ま
し
ょ
う
■
助
成
対
象

　

市
内
に
在
住
す
る
人
が
家

庭
で
使
用
す
る
生
ご
み
処

理
機
の
購
入
費
用

■
助
成
額

　

購
入
価
格
の
２
分
の
１

※

助
成
限
度
額
３
０
０
０
０

円
■
助
成
の
対
象
と
な
る
主
な

生
ご
み
処
理
機

　

電
動
型
（
乾
燥
式
、
バ
イ

オ
式
）、
コ
ン
ポ
ス
ト
型
、

バ
ケ
ツ
型
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

■
助
成
の
台
数
（
１
世
帯
当

た
り
）

▼
電
動
型
（
乾
燥
式
、
バ
イ

オ
式
）　

１
台
ま
で

▼
コ
ン
ポ
ス
ト
型　

２
台
ま

で
▼
バ
ケ
ツ
型　

３
台
ま
で

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

生
ご
み
は
一
般
ご
み
の
年

間
排
出
量
の
約
３
割
以
上
を

占
め
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

生
ご
み
の
減
量
化
は
と
て
も

大
切
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

市
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
金

額
の
半
額
を
補
助
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た

に
生
ご
み
た
い
肥
化
促
進
剤

の
購
入
に
も
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

バケツ型　　　　コンポスト型　　　　電動式　

▼
電
動
生
ご
み
処
理
機

　

機
械
で
生
ご
み
を
微
生
物
と
混
ぜ
て

分
解
さ
せ
る
も
の
や
乾
燥
さ
せ
て
量

を
減
ら
す
も
の
が
あ
り
ま
す
。

▼
コ
ン
ポ
ス
ト
型
容
器

　

ふ
た
付
き
の
筒
状
の
容
器
を
設
置
。

土
の
中
の
微
生
物
の
働
き
で
生
ご
み

を
発
酵
分
解
さ
せ
堆
肥
化
さ
せ
ま
す
。

▼
バ
ケ
ツ
型
容
器

 　

容
器
に
生
ご
み
と
発
酵
資
材
を
入
れ

て
発
酵
さ
せ
堆
肥
化
し
ま
す
。

家庭用生ごみ処理機の種類

生ごみ処理機は
こんなにエコで便利です

生
ご
み
た
い
肥
化
促
進
剤
の

購
入
費
用
も
補
助
さ
れ
ま
す

■
助
成
額　

　

１
世
帯
（
同
居
世
帯
は
、

１
世
帯
と
す
る
。）
に
つ
き

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
生
ご
み
た
い
肥
化
促
進
剤

購
入
金
額
（
税
抜
き
）
の

全
額
。

※

助
成
限
度
額
３
０
０
０
円

New

生
ご
み
処
理
機
の

　
　

購
入
費
用
補
助
内
容

　生ごみ処理剤

※

補
助
の
申
請
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

住
み
よ
い

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

自治会に
加入しましょう

　地域をよりよいものにするに
は、そこに住む人がお互いに協
力していくことが大切です。防
犯や防災などの活動を通じて安
全で安心なまちづくりのため自
治会は活動しています。

■問合先　地域政策課
　              本庁（内線236）

５月 12日～ 18 日
民生委員・児童委員の日活動強化週間
～民生委員・児童委員はあなたの街の良き相談相手～

　民生委員･児童委員は、「広げよう　地域に根ざ
した思いやり」をスローガンに、安全で安心なま
ちづくりをすすめます。
■問合先　▼社会福祉課福祉係　本庁（内線２７５）

　　　　　▼五條市社会福祉協議会　☎２４・４１５２

18くらしのメモ



児
童
の
養
育
者
に

各
種
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、
次
の
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
に
は
所
得
制
限
等
の
要
件

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
児
童
福
祉
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

中
学
校
修
了
前
の
児
童

（
15
歳
到
達
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
児
童
）
を
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
条
件
の
い
ず
れ
か

に
あ
て
は
ま
る
児
童（※

）

を
監
護
し
て
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
等
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

※

18
歳
到
達
後
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
児
童
。（
心

身
に
中
度
ま
た
は
重
度
以

上
の
障
害
が
あ
る
場
合
は

20
歳
未
満
）

▼
父
母
が
婚
姻
解
消（
離
婚

等
）し
た
児
童

▼
父（
母
）が
死
亡
し
た
児

童
▼
父（
母
）が
一
定
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
児
童

▼
父（
母
）の
生
死
が
明
ら

か
で
な
い
児
童

▼
父（
母
）か
ら
１
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

▼
父（
母
）が
裁
判
所
か
ら

の
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受

け
た
児
童

▼
父（
母
）が
引
き
続
き
１

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
児
童

▼
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生

ま
れ
た
児
童

▼
父
母
と
も
に
不
明
で
あ

る
児
童

児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
心
身
に
中

度
以
上
の
障
害
を
持
つ
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当

特
別
児
童

扶
養
手
当

■
問
合
先

▼
児
童
福
祉
課

　

本
庁（
内
線
３
６
６
）

▼
西
吉
野
支
所

▼
大
塔
支
所

市
立
保
育
所
／
学
童
保
育
所

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
職
場

　

市
立
保
育
所
、
学
童
保
育
所
の
臨
時
職
員
と
し
て
登
録
し
ま
せ
ん
か
。
職
員
に
欠
員
が
生
じ

た
場
合
、
登
録
し
た
人
の
中
か
ら
採
用
さ
れ
ま
す
。

市
立
保
育
所
の
嘱
託
保
育
士

臨
時
職
員
登
録
受
付
中

学
童
保
育
所
の
臨
時
指
導
員

■
問
合
先　

児
童
福
祉
課　

本
庁
（
内
線
３
４
９
）

■
登
録
資
格　

昭
和
34
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
保
育
士
資
格
お
よ

び
幼
稚
園
教
諭
資
格
を
有

す
る
人
ま
た
は
27
年
３
月

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

■
勤
務
場
所　

市
内
保
育
所

■
申
込
方
法　

随
時
受
付
を

■
登
録
資
格　

昭
和
34
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
教
員
免
許
ま
た
は
保

育
士
資
格
を
有
す
る
人

■
勤
務
場
所　

市
内
学
童
保

育
所

■
申
込
方
法　

随
時
受
付
を

行
い
ま
す
。
履
歴
書
と
教

行
い
ま
す
。
履
歴
書
と
保

育
士
証
お
よ
び
幼
稚
園
教

諭
免
許
状
の
写
し
を
持
っ

て
、
児
童
福
祉
課
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
勤
務
時
間 

（
平
日
／
週
休

２
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

■
基
本
給　

月
額
１
５
５
７

０
０
円
〜　

賞
与
年
２
回

※

通
勤
手
当
、
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
、
労
災
保
険
、

雇
用
保
険
、
有
給
休
暇
あ

り

員
免
許
状
お
よ
び
保
育
士

証
の
写
し
を
持
っ
て
、
児

童
福
祉
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

■
勤
務
時
間

▼
平
日

　

午
後
１
時
〜
６
時
30
分

▼
土
曜
日
・
学
校
休
業
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６

時
30
分

■
基
本
給

　

月
額
１
２
０
０
０
０
円

※

通
勤
手
当
、
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
、
労
災
保
険
、

雇
用
保
険
、
有
給
休
暇
あ

り
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株)

柿
の
葉
す
し
本
舗
た
な
か
）

■
参
加
費　

１
組
２
０
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

■
申
込
方
法　

５
月
19
日
（
月
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
、祝
休
館
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
楽
し
み
た
い

人
を
対
象
に
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
、
６
月
、
９
月
、

10
月
、
11
月
の
毎
週
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
11
時
半

■
場
所　

野
原
河
川
敷
コ
ー
ト

（
大
川
橋
南
側
）

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
、
通
学
す
る
小
学
生
以
上

の
人

■
指
導
者

　

五
條
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
員

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物　

テ
ニ
ス
の
で
き
る
服

装
、
靴
（
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
等
、

底
の
平
ら
な
も
の
）

※

随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先

　

五
條
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

☎
２
２
・
１
７
５
２
（
馬
場
）

■
応
募
方
法　

官
製
は
が
き
ま
た

は
メ
ー
ル
で
、
次
の
事
項
を
記

入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
氏
名 

②
年
齢
、
生
年
月
日　

③
住
所
、
電
話
番
号 

④
職
業 

⑤
活
動
範
囲
の
希
望 

⑥
応
募
理

由 

⑦
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
た
場
合

の
活
動
内
容　

⑧
過
去
の
モ
ニ

タ
ー
経
験

■
応
募
・
問
合
先

　

和
歌
山
河
川
国
道
事
務
所

☎
０
７
３
・
４
０
２
・
０
２
６
７

〒
６
４
０-

８
２
２
７ 

　

和
歌
山
市
西
汀
丁
１
６
番

　

kq-kakan02@
kkr.m

lit.go.jp

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

　
　

親
子
で
作
ろ
う
郷
土
料
理

　

香
り
豊
か
な
若
葉
を
使
っ
た
柿

の
葉
す
し
を
親
子
で
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
日
時　

５
月
31
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
保
護
者
と
小
学
生
お

よ
び
中
学
生

■
定
員　

先
着
12
組

■
メ
ニ
ュ
ー　

柿
の
葉
す
し
（
20

個
入
、
さ
ば
、
サ
ケ)

■
指
導
者　

田
中
妙
子
先
生
（(

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

　

昆
虫
館
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

　

普
段
は
見
ら
れ
な
い
昆
虫
館
の

裏
側
を
探
検
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

６
月
８
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
集
合
場
所　

中
央
公
民
館
前

※

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

■
定
員　

10
組
（
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
保
護
者
と
小
学

生
お
よ
び
中
学
生
）

■
行
き
先　

橿
原
市
昆
虫
館

■
参
加
費　

親
子
で
９
０
０
円

（
昆
虫
館
入
館
料
、
保
険
代
）

子
ど
も
１
人
増
は
１
０
０
円
追
加

■
申
込
方
法　

５
月
31
日
（
土
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

昼
食
・
筆
記
用
具

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
、祝
休
館
）

紀
の
川
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
を
見

守
る
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

■
期
間　

７
月
１
日（
火
）〜
１
年
間

■
応
募
資
格　

吉
野
川
か
ら
約
５

キ
ロ
以
内
に
在
住
す
る
成
人
。

■
謝
礼　

月
額
４
０
０
０
円
程
度

■
応
募
締
切　

６
月
６
日
（
金
）

講　

座

募　

集

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
従
事
者
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　

野
生
動
物
を
捕
獲
す
る
に
は

狩
猟
免
許
が
必
要
で
す
。
し
か

し
、
五
條
市
で
は
所
定
の
講
習

会
を
受
け
、
国
の
承
認
を
受
け

れ
ば
、
ア
ラ
イ
グ
マ
に
限
り
捕

獲
で
き
ま
す
。
講
習
会
は
年
に

１
回
開
催
し
ま
す
。
被
害
で
困
っ

て
い
る
皆
さ
ん
は
こ
の
機
会
に

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
23
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
１
０
０
人

■
承
認
の
有
効
期
限　

３
年
間

■
内
容

▽
防
除
実
施
計
画
お
よ
び
捕
獲

に
関
す
る
注
意
事
項
の
説
明

▽
箱
わ
な
を
使
用
し
た
ア
ラ
イ

グ
マ
の
捕
獲
方
法

■
受
講
料　

無
料
（
当
日
捕
獲

従
事
者
証
を
交
付
し
ま
す
）

■
申
込
締
切　

５
月
16
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先

　

農
林
政
策
課
鳥
獣
対
策
係

　

本
庁
（
内
線
４
１
０
）

市街地一斉
泥上げを実施します
　快適な環境づくりのため、市街地の
下水路泥上げを行いますので、ご協力
をお願いします。

　午前８時から配車します。泥等の積み込
み作業は、各自治会の皆さんで行ってくだ
さい。
※家庭内ゴミなどは出さないようにしてく
ださい。

5/18（日）
小雨決行
（予備日なし）

■問合先　下水道課計画係  本庁（内線 395）

20イベント案内・お知らせ



時
15
分 

／
吉
野
町
中
央
公
民
館

（
吉
野
町
上
市
１
３
３
）

■
主
催
・
問
合
先　

N
P
O
法
人

空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

☎
０
７
４
５
・
５
３
・
０
５
７
７

県
立
大
淀
養
護
学
校

　
　

体
験
学
習
・
学
校
見
学
会

　

知
的
障
害
の
あ
る
幼
児
や
児
童

の
保
護
者
等
を
対
象
に
、
体
験
学

習
と
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

〜
小
学
部
〜　

知
的
障
害
の
あ
る

幼
児
と
保
護
者
等

■
日
時

▼
平
成
28
年
度
就
学
予
定
幼
児

　

５
月
29
日
（
木
）

　

午
前
９
時
半
〜
正
午

▼
平
成
27
年
度
就
学
予
定
幼
児

　

５
月
30
日
（
金
）

　

午
前
９
時
半
〜
正
午

〜
中
学
部
〜　

知
的
障
害
の
あ
る

小
学
６
年
生
と
そ
の
保
護
者
等

■
日
時　

６
月
18
日
（
水
）

　

午
前
９
時
半
〜
正
午

※

教
育
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
要
予
約
）

■
問
合
先

　

奈
良
県
立
大
淀
養
護
学
校
（
吉

野
郡
大
淀
町
下
渕
４
１
４-

１
）

☎
０
７
４
７
・
５
２
・
７
６
５
５

■
問
合
先　

五
條
市
美
術
協
会

☎
２
２
・
４
９
８
６
（
島
岡
）

大
塔
地
区
の
し
尿
く
み
取
り

　

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
直
接

業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

５
月
13
日
（
火
）
、
27
日
（
火
）

■
申
込
・
問
合
先

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

空
き
家
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
「
空
き
家
を
ど
う
し
て
い
い
か

わ
か
ら
な
い
」
そ
ん
な
皆
さ
ん
の

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
開
催
日
／
場
所

▼
５
月
10
日
（
土
）　

午
後
１
時

〜
３
時
／
五
條
市
市
民
会
館

▼
６
月
７
日
（
土
）

 

・
セ
ミ
ナ
ー  

午
後
１
時
〜
２
時

 

・
相
談
会　

午
後
２
時
15
分
〜
４

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　

ｉ
ｎ
５
万
人
の
森
公
園

　

５
万
人
の
森
公
園
で
約
80
店
舗

が
出
店
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
品
や
骨

董
品
等
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

開
催
し
ま
す
。
食
べ
物
の
ブ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

５
月
３
日
（
土
）
、

　
　
　
　
　
　

４
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
申
込
・
問
合
先　

ア
ス
カ
美
装

㈱
（
指
定
管
理
者
）

☎
２
５
・
１
６
６
２

五
條
市
美
術
協
会
展
覧
会

　

五
條
市
美
術
協
会
会
員
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
31
日
（
土
）
、

　
　
　
　

６
月
１
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

ア
ー
ト
講
座
・
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

　

グ
リ
ー
ン
の
濃
淡
が
さ
わ
や
か

な
、
初
夏
に
ぴ
っ
た
り
の
コ
ン
テ

ナ
ガ
ー
デ
ン
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

６
月
23
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

25
人
（
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

青
木
恵
子
先
生
（
ガ

ー
デ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

■
参
加
費　

２
３
０
０
円
（
利
用

団
体
会
費
３
０
０
円
を
含
む
）

■
持
ち
物　

軍
手
、
筆
記
用
具
、
持

ち
帰
り
袋
、
ス
コ
ッ
プ
、
新
聞

■
申
込
方
法　

５
月
16
日
（
金
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
有
り
（
２
歳
以
上

就
学
前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
） 

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
、祝
休
館
）

■問合先
　人権施策課　☎２５・１１３７

お
知
ら
せ

市
民
の
善
意

催　

し

Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１

県
立
明
日
香
養
護
学
校

　

体
験
学
習
・
学
校
見
学
会

　

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校
で

は
主
に
肢
体
不
自
由
を
有
す
る
幼

児
児
童
生
徒
の
保
護
者
等
を
対
象

に
学
校
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

▼
体
験
学
習

■
日
時　

７
月
２
日
（
水
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
学
校
見
学
会

■
日
時　

６
月
11
日
（
水
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

■
対
象
者　

主
に
肢
体
不
自
由
を

有
す
る
５
歳
児
以
上
の
幼
児
、

小
・
中
学
生
と
保
護
者
等

※

教
育
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
要
予
約
）

■
申
込
・
問
合
先

　

県
立
明
日
香
養
護
学
校

（
高
市
郡
明
日
香
村
川
原
４
１
０
）

☎
０
７
４
４
・
５
４
・
３
３
８
０

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

▼
髙
橋
正
夫
（
西
吉
野
町
茄
子
原
）

▼
五
條
市
地
区
婦
人
会
連
絡
協
議
会

《
福
祉
基
金
》

▼
五
條
市
切
手
販
売
協
会

▼
吉
野
ス
ト
ア
㈱
五
條
店
お
客
様
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　「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

ば
れ
る
、
仏
法
世
界
の
守
護
神

で
す
。
仏
教
で
は
、
世
界
の
中

心
に
そ
び
え
る
須
弥
山
を
八
つ

の
海
と
八
つ
の
山
が
交
互
に
同

心
円
状
に
囲
み
、
最
も
外
側
の

海
の
東
西
南
北
に
四
つ
の
大
陸

（
四
洲
）
が
あ
る
と
さ
れ
、
持

国
天
は
東
、
増
長
天
は
南
、
広

目
天
は
西
、
多
聞
天
は
北
の
洲

を
、
そ
れ
ぞ
れ
護
り
ま
す
。
四

天
王
の
像
は
、
彫
刻
・
絵
画
で

は
、
甲
冑
を
身
に
着
け
た
忿
怒

の
相
の
武
人
の
姿
で
表
現
さ
れ

ま
す
。

　

大
澤
寺
の
持
国
天
立
像
（
高

さ
８
０
．
９
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
）
は
、
眼
を
大
き
く
剥
き
口

　

大
澤
寺
本
尊
（
秘
仏
）
の
薬
師

如
来
立
像
（
奈
良
県
指
定
有
形
文

化
財
）
の
両
脇
に
は
、
持
国
天
立

像
と
増
長
天
立
像
（
い
ず
れ
も
五

條
市
指
定
文
化
財
）
が
ひ
か
え
て

い
ま
す
。

　

持
国
天
と
増
長
天
は
、
広
目
天
、

多
聞
天
と
あ
わ
せ
て
四
天
王
と
呼

を
開
い
て
威
嚇
す
る
表
情
を
見

せ
、
増
長
天
立
像
（
高
さ
９
２
．

７
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
は
、
睨

ん
だ
よ
う
に
眼
を
丸
く
彫
り
出

し
、
口
を
一
文
字
に
結
ん
で
い

ま
す
。
と
も
に
甲
冑
を
ま
と
い

岩
座
に
立
っ
て
身
構
え
ま
す
が
、

衣
の
両
袖
や
裾
は
体
の
動
き
に

よ
る
し
わ
が
な
く
滑
ら
か
に
ひ

る
が
え
る
程
度
で
、
顔
も
筋
肉

の
動
き
が
少
な
く
柔
ら
か
な
面

立
ち
で
す
。

　

両
像
の
制
作
の
経
緯
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
薬
師
如
来
立
像

に
見
ら
れ
る
当
地
で
造
ら
れ
た

よ
う
な
素
朴
さ
が
両
像
に
も
う

か
が
え
、
薬
師
如
来
と
同
じ
平
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るる

を

歴
史を

歴
史

五
條
の

る
探

市
の
動
き

市
の
動
き

人
口 

３
３
６
０
０
人　
　
　

男
１
６
０
１
３
人　
　
　

  

女
１
７
５
８
７
人　

   　
　

世
帯
１
３
７
７
８

　
　

  　

（
▲
７
６
）　
　
　
　
　

   

（
▲
５
５
）　
　
　
　

 　
　

 

（
▲
２
１
）　
　
　
　
　
　

      　

（
＋
６
）

（
３
月
31
日
現
在
）　

（　

）
内
の
数
字
は
前
月
比
・
▲
は
減
少

大
澤
寺
の
仏
像 

〜
そ
の
２
〜

安
時
代
（
11
世
紀
）
の
作
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
古
代
の
修

験
道
に
関
係
す
る
山
の
寺
に
、

千
年
に
わ
た
り
伝
え
ら
れ
て
き

た
貴
重
な
作
例
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
終
わ
り
）

だ
い
た
く
じ

じ
こ
く
て
ん

ぞ
う
ち
ょ
う

こ
う
も
く

い
か
く

特別
開扉

特別
展示

▼5/3（土）、4（日）９時～15時
▼5/5（月）　　　 ９時～正午
■問合先 大澤寺 ☎23・1744

大澤寺の本尊大澤寺の本尊 
「木造薬師如来立像」 「木造薬師如来立像」 
大澤寺の本尊 
「木造薬師如来立像」 
平安時代末平安時代末
「両界曼荼羅両界曼荼羅」
平安時代末
「両界曼荼羅」

特別開扉・展示が行われます

～彩りのまち五條～
第９回五條市観光協会主催
フォトコンテスト入選作品紹介 No,2 北　正子さん「 壮 快 」

特選

納税には口座振替のほか、コンビニ
でも納付できます。
■問合先
▼（固定）税務課徴収対策室
　 本庁（内線260）
▼（自動車税）奈良県税事務所
　 ☎0743・51・0081

む

市職員の市職員の
エコエコスタイル実施中スタイル実施中
適正冷房の実施のため、暑さを
しのぎやすい服装を励行してい
ます。ご理解をお願いします。

eco
5/1（木）～10/31（金）

た
も
ん

し
ゅ
み
せ
ん

か
っ
ち
ゅ
う

ふ
ん
ぬ

大澤寺の持国天立像

に
ら

増長天立像

市  民  ご  よ  み

５月１１日（金）　
 人権を確かめあう日

５月１２日（月）・28日（水）
 眠れない、ゆううつなど心の悩み

 臨床心理士によるこころの健康相談
　場所◎カルム五條
　予約◎保健福祉センター 
　　　　本庁（内線２９０）

５月１４日（水）
税理士による税の無料相談
　場所◎中央公民館
　時間◎13時30分～15時30分

５月１９日（月）
 生活習慣病予防、健康管理、禁煙など

 保健師による各種健康相談
　場所◎カルム五條
　申込◎保健福祉センター 
　　　　本庁（内線２９０）

毎週火・木曜日
 悪質商法や多重債務などの相談

 消費生活・多重債務相談
　時間◎１０時～１５時
　場所◎第２分庁舎３階
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